
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 7月発行 

校長 和田 慎也 

東京都立中野特別支援学校 

文責：CSV 堀切 美和 

私たちCSVは、地区拠点校と連携して高等学校を支援するほか、中高一貫教育校（都内 10校）、都立小学

校及び島しょ地区（大島、三宅、小笠原、神津、新島）の高等学校も支援をさせていただいております。 

★CSV メンバー紹介

★ 

CSV堀切 美和 

東部地区担当 

特別支援教室（中）担当 

雪結晶観察・釣りが趣味！ 

絵本製作をしています。 

CSV長沼 潤子 

中部地区担当 

特別支援教室（小）担当 

高等学校担当 

散歩コース情報ください！ 

CSV今本 和宏 

西部地区担当 

特別支援教室（中）担当 

昭和のプロレス・ 

80年代ロックが大好き！ 

CSV 瓦田 尚 

全地区担当 

高等学校チーフ 

好き→紫/音楽/スー

パー銭湯/ミステリ 

CSV日髙 浩一 

東部担当 

高等学校担当・島しょ地区担当 

甘味のあんこ物が大好き！ 

CSVチーフ：栗原 順美子 

中部地区担当 

特別支援教室（中）担当 

珈琲・プリンが好き！ 

CSV柴田 牧子 

西部地区担当 

特別支援教室（小）担当 

カフェでお茶をしたり、 

御朱印集めが趣味！ 

★令和６年度もよろしくお願いいたします。 

新しいメンバーも入り 

新年度、スタートしました。 

７名で連携をして取り組みます！ 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★各地区より 

西部地区  

6月 13日総合支援連絡協議会が多摩図書館で、都立高等学校、都立特別支援学校のコーディネータ

ーが集まり開催されました。東京都の施策についての説明、都立五日市高等学校の事例発表、グループ協

議が行われました。多職種連携、それぞれが専門的役割をもって連携していくため、知っておきたい情報が

盛り沢山の内容でした。人と人を〝つなぐ″コーディネーターの皆さんの力が湧いてくるような会となりまし

た。 

 

 

  

中部地区 

7月までに各地区拠点校を会場とした第 1回地区情報交換会が実施されています。高等学校の様子を

情報共有しながら、「昨年度行った連携例の紹介」「合理的配慮について」「生徒情報の共有の仕方」など

テーマを設定した活発な話し合いをされていました。高等学校への訪問や地区情報交換会で更に連携を

深めていかれればと思います。 

 

 

 

  

東部地区 

5月 27日「特別な支援を必要とする生徒のための進路指導連絡協議会」、6月 5日「特別支援教育

コーディネーター連絡会」が教職員研修センターで開催され、いずれも地区拠点校の先生方がファシリティ

ーターとして活躍されました。6月に入って高等学校への初回訪問も佳境を迎え、初夏の暑さの中、地区拠

点校・学校経営支援センター・CSV と力を合わせて活動しています。 

 

 

  

中高一貫教育校 

今年度、初顔合わせとなった地区情報交換会（6月 7日オンライン実施）は各校の特別支援体制の状

況を共有する内容となりました。校内委員会は全参加校で実施されており、校内での合理的配慮について

各校の状況が報告されました。検討に検討を重ね、配慮の実施に至っていることが多くの学校より報告さ

れました。また「どこまでが合理的配慮なのかを知りたい」との課題が残されました。今後の学校訪問の中

でより詳しく情報共有させていただき、よりよい支援に向けて連携していきましょう。 

  

島しょ 

5月 23日にオンラインによる第 1回島しょ地区高等学校地区情報交換会が開催されました。各校の特

別支援教育の推進状況や現在の課題などの話し合いが活発に行われ、過去 2年間の積み重ねを感じま

した。６月からは CSVによる直轄校への島しょ訪問も始まりました。6月に大島、9月に三宅島、10月に新

島、11月に神津島、小笠原と伺いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

  


